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（
一
）　「
国
文
学
研
究
」
へ
の
想
い
出

　

久
し
ぶ
り
に
母
校
早
稲
田
大
学
の
「
国
文
学
研
究
」
第
百
九
十
集
が
送
ら

れ
て
き
て
懐
か
し
く
拝
見
し
て
い
た
。
こ
の
時
ふ
と
二
十
年
か
け
た
完
結
間

際
の
『
鉄
幹
晶
子
全
集
』
の
こ
と
な
ど
が
思
い
浮
か
び
、「
全
集
」
を
巡
る

「
与
謝
野
研
究
」
に
つ
い
て
の
随
想
を
、
こ
の
想
い
出
深
い
学
会
誌
「
国
文

学
研
究
」
に
掲
載
し
た
い
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
有
り
難

い
ご
快
諾
を
得
て
、
厚
か
ま
し
く
も
掲
載
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

最
高
齢
の
九
十
四
歳
（
大
15
・
７

・
12
生
）
の
私
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
早

稲
田
大
学
の
旧
制
二
期
生
と
し
て
文
学
部
国
文
科
へ
入
学
、
二
十
五
年
に
卒

業
し
た
。
こ
の
頃
の
学
生
数
は
三
万
人
と
言
わ
れ
、
そ
の
う
ち
女
子
は
二
十

人
程
で
、
国
文
科
は
十
人
、
英
文
、
仏
文
、
法
学
部
な
ど
は
一
人
ず
つ
、
ど

こ
を
見
て
も
男
子
生
ば
か
り
だ
っ
た
。
卒
業
論
文
は
「『
み
だ
れ
髪
』
と
晶

子
の
研
究
・『
み
だ
れ
髪
』
評
釈
（
一
）（
二
）」
三
百
枚
（
四
百
字
原
稿
用
紙
）

を
提
出
し
た
後
、
二
十
八
年
に
大
学
院
を
卒
業
し
た
。
こ
の
頃
の
早
稲
田
は

戦
災
で
所
々
破
壊
さ
れ
教
室
の
窓
は
雨
の
酷
い
時
な
ど
傘
で
覆
っ
た
り
、
大

隈
会
館
の
建
物
は
残
っ
た
が
庭
は
焼
け
野
原
に
な
っ
た
り
し
て
、
被
害
は
あ

ち
こ
ち
に
見
ら
れ
た
。
今
で
は
想
像
も
つ
か
ぬ
よ
う
な
あ
わ
れ
な
学
生
生
活

だ
っ
た
。

　

卒
業
後
の
「
国
文
学
研
究
」
と
私
と
の
関
わ
り
は
「『
み
だ
れ
髪
』
の
成

立
ま
で
」（
８

輯
、
昭
28
・
６

）
か
ら
始
ま
り
、
国
文
学
会
で
「『
恋
ご
ろ
も
』

に
つ
い
て
」（
昭
37
・
11
）
発
表
、
ま
た
「
国
文
学
研
究
」
に
は
「
晶
子
の
『
明

る
み
へ
』
に
つ
い
て
」（
31
集
、
昭
40
・
３

）
を
掲
載
し
て
い
た
。

（
二
）　
二
回
刊
行
の
『
み
だ
れ
髪
全
釈
』
と
『
鴉
と
雨
全
釈
』

　
『
み
だ
れ
髪
』
に
つ
い
て
卒
論
に
書
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
晶
子
の
処
女

歌
集
『
み
だ
れ
髪
』（
明
34
・
８

）
に
関
し
て
の
著
書
の
第
一
回
目
は
『
み
だ

れ
髪
全
釈
』（
昭
53
・
６

、
桜
楓
社
）、
二
回
目
は
『
新
み
だ
れ
髪
全
釈
』（
平
８
・

６

、
八
木
書
店
）
で
あ
っ
た
。
一
回
目
の
『
み
だ
れ
髪
全
釈
』
刊
行
の
頃
の

出
版
状
況
に
つ
い
て
、
今
年
刊
行
予
定
の
私
の
歌
集
『
明
星
探
求
』
の
「
ふ

と
顧
み
て
」
に

『
み
だ
れ
髪
』
全
釈
二
回
、
一
度
目
は
千
人
越
ゆ
る
聴
講
生
満
つ

〈
特
別
寄
稿
〉

　

想
い
出
さ
れ
る
「
与
謝
野
研
究
」
の
こ
と
ど
も逸

　
見
　
久
　
美
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マ
イ
ク
に
て
講
ず
れ
ど
声
消
ゆ
る
ま
で
学
生
溢
る
ゝ
階
段
教
室

理
に
合
は
ぬ
こ
と
な
れ
ど
わ
れ
辞
職
せ
む
『
み
だ
れ
髪
』
講
義
終
へ
ざ

る
ま
ま
に

受
講
生
千
人
越
ゆ
と
妬
ま
れ
て
辞
職
余
儀
な
く
さ
れ
た
る
今
日
は

「
妬
み
」
と
は
愚
か
し
く
ま
た
つ
ま
ら
な
し
講
師
一
人
を
あ
っ
け
な
く

斬
る

な
ど
当
時
の
喜
憂
の
思
い
を
そ
の
ま
ま
六
首
詠
ん
で
い
る
。
一
回
目
の
全
釈

の
時
は
、
高
度
成
長
期
だ
っ
た
た
め
か
売
れ
行
き
は
上
昇
だ
っ
た
が
、
初
め

て
の
晶
子
の
歌
集
全
釈
だ
っ
た
の
で
、
不
如
意
に
思
う
個
所
が
多
く
あ
っ
て

全
部
書
き
直
し
、
永
年
か
け
て
二
回
目
の
『
新
み
だ
れ
髪
全
釈
』
を
出
版
し

た
。
だ
が
時
期
的
に
出
版
不
況
の
せ
い
か
余
り
反
応
は
な
か
っ
た
。

再
び
の
『
新
み
だ
れ
髪
全
釈
』
に
精
魂
こ
む
れ
ど
出
版
不
況

　

こ
の
頃
『
み
だ
れ
髪
』
に
関
し
て
『
近
代
文
学
作
品
論
叢
書
４　

与
謝
野

晶
子
『
み
だ
れ
髪
』
作
品
論
集
成　

逸
見
久
美
編　

全
３

巻　

大
空
社
』（
平

９

・
11
）
の
大
冊
（
⑴
433
⑵
486
⑶
489
頁
）
を
も
編
纂
し
て
い
た
。

　

も
う
一
つ
の
刊
行
は
寛
の
詩
歌
集
『
鴉
と
雨
』（
大
４

・
８

）
の
全
釈
で
、

そ
の
一
回
目
は
本
文
に
差
別
語
あ
り
と
の
こ
と
で
出
版
元
が
差
別
語
に
関
わ

る
部
分
を
削
除
し
て
『
鴉
と
雨
抄
評
釈
』（
平
４

・
９

、
明
治
書
院
）
を
刊
行

し
た
。
そ
の
八
年
後
に
は
差
別
語
が
解
除
と
な
り
全
部
書
き
直
し
て
『
鴉
と

雨
全
釈
』（
平
12
・
12
、
短
歌
新
聞
社
）
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
ら
四
冊
を
含
め

て
寛
、
晶
子
の
歌
集
（
詩
歌
集
）
九
冊
の
全
釈
を
果
し
た
。
こ
れ
ら
四
冊
の

他
に
、
鉄
幹
の
『
紫
全
釈
』（
昭
60
・
４

）・
晶
子
の
『
小
扇
全
釈
』（
昭
63
・
11
）・

『
夢
之
華
全
釈
』（
平
６

・
７

）
は
八
木
書
店
、『
舞
姫
全
釈
』（
平
11
・
７

、
短

歌
新
聞
社
）、『
恋
衣
全
釈
』（
平
20
・
５

、
風
間
書
房
）
を
刊
行
し
た
。
二
人
の

歌
集
（
詩
歌
集
）
全
釈
九
冊
と
は
、
鉄
幹
一
冊
、
寛
二
冊
（『
鴉
と
雨
』）、
晶

子
二
冊
（『
み
だ
れ
髪
』）
と
他
四
冊
の
全
釈
の
こ
と
で
あ
る
。

（
三
）　
二
回
刊
行
の
二
人
の
「
評
伝
」

　

二
人
に
つ
い
て
の
私
の
研
究
書
の
第
一
回
目
は
『
評
伝
与
謝
野
鉄
幹
晶
子
』

（
明
治
期
、
昭
50
・
４

）
で
あ
り
、
第
二
回
目
は
『
新
版
評
伝
与
謝
野
寛
晶
子
』（
明

治
篇
・
大
正
篇
・
昭
和
篇
、
平
19
・
８

〜
24
・
８

）、
共
に
八
木
書
店
刊
行
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
も
『
み
だ
れ
髪
』
刊
行
時
同
様
に
昭
和
と
平
成
の
出
版
状
況
に
よ

る
差
異
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
一
回
目
の
『
評
伝
与
謝
野
鉄
幹
晶
子
』
出
版
時

の
八
木
書
店
の
惹
句
に
吉
田
精
一
先
生
は
「
黄
金
の
釘
」
と
題
し
、
晶
子
の

『
草
の
夢
』（
大
11
・
９

）
の
有
名
な
冒
頭
歌
の
「
劫ご
ふ

初し
よ

よ
り
作
り
い
と
な
む

殿
堂
に
わ
れ
も
黄こ

金が
ね

の
釘
一
つ
打
つ
」
を
引
用
さ
れ
て
「
鉄
幹
・
晶
子
と
い

う
近
代
の
大
詩
人
を
祀
る
殿
堂
に
う
ち
こ
ん
だ
、
最
初
の
黄
金
の
釘
で
あ

る
。
彼
と
彼
女
と
の
本
格
的
な
研
究
書
は
こ
こ
に
は
じ
め
て
生
ま
れ
た
」
と

か
、「
今
後
鉄
幹
・
晶
子
研
究
の
基
礎
と
な
る
も
の
と
信
ず
る
」
な
ど
と
、

こ
の
拙
著
に
対
し
て
至
上
の
讃
辞
を
賜
り
有
難
く
、
恐
縮
し
、
感
謝
し
て
い

る
。

　

昭
和
四
十
四
年
の
こ
ろ
女
子
の
大
学
に
初
め
て
の
「
博
士
課
程
」（
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ス
）
が
実
践
女
子
大
学
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
時
恩
師
塩
田
良
平

先
生
に
奨
め
ら
れ
て
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
の
第
一
号
に
入
り
、
四
十
一
年
か
ら

執
筆
し
て
い
た
評
伝
の
原
稿
は
、
そ
の
後
に
前
記
の
『
評
伝
与
謝
野
鉄
幹
晶

子
』
と
題
し
て
昭
和
五
十
年
四
月
に
刊
行
し
た
。
そ
の
二
年
後
の
五
十
二
年

三
月
二
十
日
に
、
こ
の
著
書
に
対
し
実
践
女
子
大
学
か
ら
「
甲
第
一
号
」
の

「
学
位
記
」
が
授
与
さ
れ
た
。
こ
れ
は
女
子
の
大
学
に
於
け
る
初
め
て
の
博
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士
課
程
の
「
学
位
記
」
で
あ
っ
た
。

　

一
回
目
の
「
評
伝
」
刊
行
後
、
何
度
か
八
木
書
店
か
ら
「
評
伝
」
続
篇
の

催
促
が
あ
っ
た
が
、「
全
釈
」、「
書
簡
」、「
全
集
」
な
ど
に
忙
殺
さ
れ
て
い

て
暗
黙
の
状
態
だ
っ
た
。
そ
の
後
平
成
十
三
年
か
ら
着
手
し
て
い
た
『
鉄
幹

晶
子
全
集
』
に
没
頭
し
て
い
た
頃
、
八
木
書
店
か
ら
か
な
り
強
硬
な
「
評
伝
」

後
編
の
催
促
の
電
話
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
ほ
ど
、
強
い
衝
撃
を
受
け
た
こ
と

が
な
か
っ
た
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
不
義
理
を
八
木
書
店
に
詫
び
て
必
ず
執
筆

す
る
と
約
束
し
た
。
こ
の
頃
は
全
集
の
解
題
や
雑
事
な
ど
以
上
に
、
平
成
十

四
年
一
月
十
八
日
の
夫
の
悲
し
い
逝
去
に
纏
わ
る
諸
事
に
も
追
わ
れ
る
日
々

だ
っ
た
。
第
一
回
目
の
「
評
伝
」
は
寛
の
渡
欧
前
年
の
明
治
四
十
三
年
ま
で

で
、
こ
れ
を
「
評
伝
」
の
前
篇
と
し
、
そ
れ
以
後
は
後
編
に
す
る
予
定
だ
っ

た
。
し
か
し
二
回
目
の
「
評
伝
」
執
筆
に
当
っ
て
、
こ
れ
ま
で
考
え
て
い
た

続
編
は
止
め
て
、
新
規
に
書
き
直
す
こ
と
に
し
て
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三

期
に
分
け
て
『
新
版
評
伝
与
謝
野
寛
晶
子
』
三
篇
は
三
冊
本
に
し
、
そ
の
こ
ろ

『
鉄
幹
晶
子
全
集
』
の
仕
事
と
並
行
さ
せ
な
が
ら
五
年
間
で
仕
上
げ
た
（
平

19
・
８

〜
24
・
８

）。
こ
の
著
書
の
完
結
時
に
八
木
書
店
は
講
演
会
を
開
い
て

「
週
刊
読
書
人
」（
平
24
・
11
・
９

）
の
記
事
の
中
央
に
「
逸
見
久
美
氏
講
演
『
新

版
評
伝
与
謝
野
寛
晶
子
』
全
三
巻
（
八
木
書
店
）
完
結
を
機
に
」
と
題
し
て
「
卒

業
論
文
を
契
機
に
研
究
の
道
へ
」「
小
林
天
眠
一
家
宛
て
書
簡
を
出
版
」「
地

方
巡
り
を
始
め
た
昭
和
五
〇
年
代
」「
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
真
実
を
伝

え
る
の
が
研
究
」「
有
難
く
感
慨
深
い
思
い
出
の
数
々
」「
評
伝
と
い
う
大
き

な
荷
物
を
降
ろ
し
て
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
私
の
歩
ん
で
来
た
、
こ

れ
ま
で
の
「
与
謝
野
研
究
」
の
足
跡
が
見
ら
れ
る
と
思
う
。

（
四
）　
二
回
刊
行
の
書
簡
集

　

寛
と
晶
子
に
は
自
筆
の
「
日
記
」
が
な
い
の
で
、
研
究
の
手
掛
か
り
が
捉

え
難
い
。「
日
記
」
は
自
分
に
と
っ
て
不
都
合
な
こ
と
を
省
く
場
合
も
あ
る
。

そ
れ
に
比
べ
て
「
書
簡
」
は
、
そ
の
折
々
の
「
真
実
の
声
」
と
し
て
研
究
の

た
め
の
資
料
に
な
り
得
る
。『
明
星
探
求
』
に
歌
う
。

悲
喜
の
情
を
「
歌
」
は
飾
り
て
表
せ
り
さ
れ
ど
「
書
簡
」
は
眞
実
の
声

　

こ
の
意
味
で
寛
、
晶
子
の
生
涯
、
与
謝
野
一
家
を
援
助
し
て
き
た
関
西
の

小
林
天
眠
（
本
名
政
治
）
一
家
宛
て
の
二
人
の
書
簡
四
五
九
通
は
十
七
年
か

け
て
仕
上
げ
『
天
眠
文
庫
蔵　

与
謝
野
寛
晶
子
書
簡
集
』（
昭
58
・
６

）
と
し
て

第
一
回
目
の
書
簡
集
を
刊
行
し
た
。
大
切
な
書
簡
故
に
コ
ピ
ー
は
許
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
に
昭
和
四
十
二
年
か
ら
京
都
の
天
眠
旧
邸
へ
毎
月
通
い
、
天
眠

氏
長
女
の
植
田
安
也
子
氏
と
共
に
全
書
簡
を
読
み
解
き
、
手
書
き
で
完
成
さ

せ
た
。

　

そ
れ
以
前
か
ら
色
々
と
書
簡
探
し
を
し
て
い
た
が
、
本
格
的
な
全
国
め
ぐ

り
の
書
簡
探
し
に
つ
い
て
は
私
の
歌
集
『
明
星
銀
河
』
の
「
書
簡
探
し
│
│

全
国
め
ぐ
り
」
に

昭
和
五
十
六
年
六
月
、
大
牟
田
の
白
仁
秋
津
あ
て
与
謝
野
夫
妻
書

簡
を
求
め
て

踏
み
分
け
し
草
む
ら
奥
の
秋
津
邸
、
寛
晶
子
も
白
秋
も
来
し

新
詩
社
の
詠
風
残
せ
し
ロ
マ
ン
派
の
与
門
の
誇
り
秋
津
の
存
在

な
ど
と
詠
ん
で
九
首
あ
り
、
二
人
の
生
涯
に
亘
る
書
簡
蒐
集
の
た
め
の
全
国

め
ぐ
り
は
、
こ
の
時
か
ら
始
ま
り
『
与
謝
野
寛
晶
子
書
簡
集
成
』
第
四
巻
は

第
二
回
目
の
書
簡
集
と
し
て
一
回
目
と
共
に
八
木
書
店
か
ら
刊
行
し
た
（
平
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14
・
７

〜
15
・
７

）。

（
五
）　
二
回
刊
行
の
全
集

　

一
回
目
は
講
談
社
刊
行
の
『
与
謝
野
晶
子
全
集
』
二
十
巻
（
昭
54
・
11
〜

56
・
４

）、
二
回
目
は
勉
誠
出
版
の
『
鉄
幹
晶
子
全
集
』
四
十
巻
（
平
13
・
12

〜
令
２
・
12
完
結
予
定
）、こ
れ
ら
に
つ
い
て
前
記
の
歌
集
『
明
星
探
求
』
の
「
研

究
へ
の
道
」
の
「
全
集
」
に
つ
い
て

「
旧
評
伝
」
の
資
料
は
す
べ
て
「
晶
子
全
集
」
に
生
か
し
て
刊
行
、
講

談
社
よ
り

そ
の
は
じ
め
寛
、
晶
子
の
全
集
の
出
版
希
望
は
容
れ
ら
れ
ざ
り
き

三み
そ
と
せ

十
年
を
経
て
介
さ
れ
し
書
肆
あ
り
て
「
全
集
」
頼
ま
れ
心
と
き
め
く

夢
の
ご
と
『
鉄
幹
晶
子
全
集
』
と
名
づ
け
し
池
嶋
社
長
に
合
掌

全
世
界
、
夫
婦
の
「
全
集
」
な
し
と
聞
く
勉
誠
社
員
の
検
索
な
れ
ば

「
全
集
」
は
不
況
の
さ
な
か
突
き
進
む
勉
誠
出
版
弛た
ゆ

ま
ぬ
協
力

拾
遺
篇
の
散
文
抜
き
て
完
結
と
刊
行
間
際
に
社
の
指
令
あ
り

散
文
を
抜
き
て
年
譜
と
書
誌
入
れ
て
完
結
果
た
す
全
集
な
る
や

あ
ゝ
悔
し
未
完
の
ま
ま
の
完
結
は
散
文
抜
き
で
終
へ
て
よ
き
か
と

若
き
よ
り
「
評
伝
」「
全
集
」「
書
簡
集
」
極
め
続
け
し
我
の
う
つ
し
世

な
ど
四
十
五
首
は
、
二
つ
の
全
集
の
動
向
を
詳
し
く
詠
み
込
ん
で
い
る
。

　

も
う
一
つ
「
全
集
」
と
言
え
ば
わ
が
父
の
『
翁
久
允
全
集
』
十
巻
が
あ
る
。

父
の
急
逝
に
よ
り
残
り
の
五
巻
の
整
理
を
甥
の
須
田
満
と
共
に
成
し
て
昭
和

四
十
九
年
に
こ
の
「
全
集
」
を
わ
が
青
林
書
院
刊
行
で
完
結
さ
せ
た
。

　

以
上
私
の
「
与
謝
野
研
究
」
の
最
終
に
至
る
ま
で
を
回
顧
し
な
が
ら
、
そ

の
折
々
に
多
く
の
歌
を
詠
ん
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
『
わ
が
夢
の
華
』（
平

６

・
10
、
短
歌
研
究
社
）、『
明
星
銀
河
』・『
明
星
逍
遥
』（
平
14
・
10
）・『
明
星

游
子
』（
平
22
・
４

）
は
な
が
ら
み
書
房
刊
行
で
四
冊
の
歌
集
を
刊
行
し
て
き

た
。
今
年
も
前
記
の
『
明
星
探
求
』
と
も
う
一
つ
『
明
星
游
子
（
続
き
）』

を
刊
行
す
る
予
定
。『
明
星
探
求
』
の
「（
一
）
研
究
へ
の
道
」
に
は
こ
れ
ま

で
に
記
し
て
き
た
二
つ
の
「
歌
集
全
釈
」、「
評
伝
」、「
書
簡
集
」、「
全
集
」

に
つ
い
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
出
を
歌
っ
て
い
る
。

　

ま
た
「
与
謝
野
研
究
」
回
顧
の
随
想
と
し
て
『
女
ひ
と
筋
の
道
』（
昭
56
・

５

、
オ
リ
ジ
ン
出
版
）、『
回
想
与
謝
野
寛
晶
子
研
究
』（
平
18
・
11
、
勉
誠
出
版
）、

『
想
い
出
す
ま
ま
に　

与
謝
鉄
幹
・
晶
子
研
究
に
か
け
た
人
生
』（
令
１

・
５

、
紅

書
房
）
を
刊
行
し
て
来
た
。

　

こ
の
他
に
前
記
し
た
こ
と
だ
が
、
在
米
十
八
年
（
明
40
〜
大
13
）
の
父
翁

久
允
の
研
究
と
し
て
『
わ
が
父
翁
久
允
（
そ
の
青
年
時
代
と
渡
米
）』（
昭
53
・
６

、

オ
リ
ジ
ン
出
版
）、『
在
米
十
八
年
の
軌
跡　

翁
久
允
と
移
民
社
会　

1907-1924

』

（
平
14
・
11
、
勉
誠
出
版
）、『
資
料　

翁
久
允
と
移
民
社
会
（
１

）
逸
見
久
美
編　

移
植
樹　

翁
久
允
著
』（
平
19
・
11
、
大
空
社
）
が
あ
り
、
こ
ゝ
ま
で
は
私
が

父
の
研
究
を
成
し
て
来
た
。
こ
れ
ま
で
調
べ
て
き
た
『
翁
久
允
年
譜
・
書
誌
』

に
つ
い
て
は
甥
の
須
田
満
が
再
び
加
わ
り
、
綿
密
な
調
査
を
ア
メ
リ
カ
ヘ
も

広
げ
、
完
璧
な
研
究
へ
方
向
づ
け
て
ゆ
き
、
今
は
た
だ
大
空
出
版
刊
行
の
早

き
を
念
ず
る
の
み
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
、
私
の
「
与
謝
野
研
究
」
は
昭
和
二
十
年
代
か
ら
始
め
た
が
、

父
に
関
す
る
研
究
は
昭
和
四
十
八
年
二
月
十
四
日
の
父
の
急
死
直
後
か
ら
始

め
、
研
究
の
著
書
も
刊
行
し
て
き
た
が
、
時
代
は
進
み
、
移
民
地
文
芸
へ
の

関
心
が
学
界
に
広
ま
っ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
今
後
の
「
与
謝
野
研
究
」
に
つ

い
て
も
堅
実
な
歩
み
を
期
待
し
て
止
ま
な
い
。


